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人と緑を育み 

未来につなげるまち とみさと 

 

 

第１章 計画の概要 （Ｐ１～Ｐ１３） 

〇緑の基本計画とは 

緑の基本計画は、都市緑地法に基づき、「都市における緑地の適正な保全及び緑化の推進に関する措置

で主として都市計画区域内において講じられるものを総合的かつ計画的に実施するため、当該市町村

の緑地の保全及び緑化の推進に関する基本計画」として策定するものです。 

〇対象とする緑 

緑の基本計画で対象とする緑は、公園緑地、農地、河川などの水辺、樹林地、寺社林、緑化された民

有地など幅広い空間を対象としています。 

〇計画期間 

本計画の期間は、令和４年度（2022年度）から 

令和１３年度（2031年度）の１０年間とします。 

〇計画対象区域 

市域全体 ５，３８８ｈａを対象とします。 

第２章 緑の現況と課題 （Ｐ１５～Ｐ３５） 

本市には農地、樹林地、河川、牧場、公園など多様な緑があり、これらをどのように守り、創り、育

て、活かしていくかが大きな課題となります。また、これらの課題解決のためには、行政による取組だ

けではなく、市民及び事業者の参加と協力が不可欠であり、３者が協働して緑の環境づくりを進めてい

くことが重要となります。 

第３章 計画の基本的な考え方 （Ｐ３７～Ｐ４９） 

本市の緑は、潤いのある良好な生活環境の創出、防災性の向上、生物多様性の確保など、多様な機能

により、市民にとって、レクリエーション活動等を通じた地域交流・世代間交流の場、子どもの健全な

心身育成のための場、まちづくり活動への参画・実践の場となっており、心の豊かさを実感できる暮ら

しに寄与しています。 

一方で、人口減少等の社会情勢の変化から、本市の魅力をより高め、持続可能な都市へと再構築する

ため、これまでの緑の量の確保といった視野に加え、公園をはじめとする既存の緑の多機能性を、都市

のため、地域のため、市民のため、緑をより活かすことに視野を広げて取り組んでいきます。 
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〇基本方針 

本計画の基本理念を実現するため、次の４つの基本方針を定めます。 

緑のまちづくりを進めるためには、行政だけではなく、市民や事業者等の多様な主体が関わり合いなが

ら、それぞれの役割を認識し、協働しながら活動することが重要です。 

 

 

 

 

 

 

〇計画の目標 

本計画の基本理念である「人と緑を育み 未来につなげるまち とみさと」と４つの基本方針を実現す

るため、目標年度における計画目標として、「緑地の目標水準」と「都市公園の目標水準」を次のとおり

設定します。 

 

（１）緑地の目標水準 

目標とする緑地については、法律等で位置づけられた緑地面積を対象としており、なかでも農用地区域

や地域森林計画対象民有林が大きな面積を占めており、将来的には宅地開発などにより、減少することが

予測されます。 

よって、緑地の目標水準については、実績から想定される減少面積を考慮しつつ、令和２年度(2020年

度)で５３．７％を占める緑地を令和１３年度(2031年度)に５３．０％確保することを目指します。 

 

 現状値 

令和 2年度（2020年度） 

目標値 

令和 13年度（2031年度） 

市域における緑地面積割合 

（緑地面積） 

53.7％ 

（2,898ha） 

53.0％ 

（2,858ha） 

※ 現状値は、令和 3年 3月 31日現在であり、市域面積は 5,388ha 

 

（２）都市公園の目標水準 

都市公園については、現在整備中の旧岩崎久彌末廣農場別邸公園を着実に整備するとともに、市街地整

備の進捗や市民ニーズに応じた公園整備に努めます。 

 

 現状値 

令和 2年度（2020年度） 

目標値 

令和 13年度（2031年度） 

市民１人当たりの都市公園面積 

（都市公園面積） 

2.9㎡/人※1 

（14.3ha） 

3.4㎡/人以上※2 

（18.5ha）以上 

※1 人口 49,735人（令和２年国勢調査）で算出 

※2 人口 54,964人（富里市人口ビジョンの将来人口）で算出 

 

基本方針４ 

 緑を活かす 

基本方針３ 

 緑を育てる 

基本方針２ 

 緑を創る 

基本方針１ 

 緑を守る 
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第４章 緑の保全及び緑化の推進のための施策 （Ｐ５１～Ｐ７４） 

〇基本施策の体系 

基本理念や基本方針に基づき、施策体系のイメージを下記に示します。また、９つの基本施策におい

て、３６の施策展開と延べ８０の具体的な取組を実行し、基本理念の実現を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①拠点都市公園の整備 ②旧岩崎久彌末廣農場別邸公園等の整備 

③地域の防災拠点の整備 

基
本
理
念 
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1 緑を守る 

2 緑を創る 

3 緑を育てる 

4 緑を活かす 

2 歴史の緑を守ります 

3 水と緑のネットワークを創ります    

4 身近な公園・緑地を創ります 

5 地域の拠点となる公園・緑地を創ります 

6 緑に携わる人材を育てます 

7 多様な主体の参画のための仕組みを育てます 

8 公園・緑地拠点を活かします 

9 身近な公園を活かします 

1 樹林地・谷津・里山・農地の緑を守ります 

①樹林地の緑の保全 ②谷津の緑の保全 ③里山の緑の保全 

④農地の緑の保全 ⑤耕作放棄地の解消 ⑥宅地開発事業等への指導 

①貴重な歴史遺産の保護 ②寺社境内地の緑の保全 

①街路樹の整備・維持管理 ②河川流域の整備・維持管理 

③宅地間植樹帯等の維持管理 ④都市景観の形成 

①公園の整備 ②身近な防災拠点の整備 ③民有地の緑化 

④公共施設の緑化 ⑤公園施設の長寿命化 

①緑化活動の啓発 ②緑化イベントの開催 ③環境学習・体験学習 

④里山管理の担い手育成 ⑤農業の担い手育成 ⑥森林整備の担い手育成 

①市民活動のＰＲ ②市民協働による公園緑地の管理 

③市民、事業者等による自然環境保全活動 

①拠点公園の再整備 ②官民連携の推進 ③拠点公園緑地の活用 

④防災拠点の活用 

①地域住民と協力した公園づくり ②公園の機能拡充 

③身近な防災拠点の活用 

【基本施策】 【基本方針】 

【
 

【
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第５章 計画の推進体制 （Ｐ７５～Ｐ７８） 

〇推進体制 

少子高齢化の進行や市民ニ

ーズの多様化、厳しい財政

状況などの社会経済情勢の

変化を踏まえると、緑のま

ちづくりを進めるために

は、行政だけではなく、市

民や事業者等の多様な主体

が関わり合いながら、それ

ぞれの役割を認識し、協働

しながら活動することで、

『人と緑を育み 未来につ

なげるまち とみさと』を

基本理念とする緑の将来像

の実現を目指します。 

 

 

 

 

〇進行管理 

計画の進捗管理は、「Plan

（計画の策定）」、「Do（施策

の実施）」、「Check（進捗状況

の把握、評価）」、「Action

（改善・見直し）」のＰＤＣＡ

サイクルに基づいて評価を行

い、適宜、見直し・改善を進

めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


